
次期砺波市行政改革大綱の骨子（案）

１ 新たな大綱策定の背景と必要性

（１）行政改革の経過と成果について

※ これまでの行革取組と成果（職員数の削減、指定管理者制度導入等）

（２）本市の現状と課題について

※ 本市を取り巻く環境、今後の人口推移、現在の財政状況、義務的経費

や交付税の推移等

（３）更なる行政改革の必要性について

２ 基本的な考え方

（１）基本方針

ア 市民の視点に立った協働のまちづくりの推進

イ 時代の変化に対応した効果的で質の高い行政サービスの推進

ウ 健全で持続可能な財政運営の推進

（２）大綱の体系（次項参照）

３ 行政改革の進め方

（１）推進期間

※ 平成２８年度～平成３２年度の５年間

（２）推進体制

ア 組織体制について

※ 推進本部は、庁議の構成員へ変更

イ 行政改革推進計画（アクションプラン）の策定

※ 年度毎の行政改革報告書を引き続き作成

ウ 進捗状況等の公表

※ 砺波市行政改革市民会議に年３回程度進捗状況を報告し、市の

ホームページで公表

４ 具体的な方策
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